
50 天界248

i封日照の攣化に就で

伊豆東岸の黄道光，封日照観測　（II）

On　the　Variations　of　Gegenscheins　during　Sept．．N・Dec．，　1940．

By醍醐正T．　Daigo

　緒言lntroduction．
　筆者は1940年内に於て封日照襯測，、27日数の記録を得た．　これ等の槻測の

内，天候其の他，好條件に恵まれて，連績に槻測を行ふことの出來た九月～十

二月の観測記録22日鐵に付き2，3の興味ある結果を認めることが出來たので，

以下こ玉に報告致す次第である．

　1・謝日照の観測と小歌の墜化Variations　of　Shapes．

　封日照は普通，楕圓型を呈してみるものであるが，．これを更に詳細に槻察す

る時，これが形猷は，後に述べる封日照の中心移動，手心黄道帯，及同申心線等

と深い關係を示しつ玉攣形するtとが認められた．筆者の観測では通常3等光

線（中心最：張輝部，声聞光部，外側微光部）を以てスケッチを行った．　との

内，中心最強二部によって中心位置を決定す．外側微光部は黄道帯と連なるも

のであって，形朕の定め方としては，“中間光部まで”とするもの，又は“外

側微光部まで”とするものとの二様の採り方があらうが，筆者は後者を三二し

た．スケッチせる圖によると，一見，前者の方が良い様に思はれるが，樹日照

の存在せぬ亭常の黄道帯は，あの様に籏ってみるものでは無く，封日照あって

の彊bである故，封日照の全艦的濡歌としては，一見，黄道帯の一部と目され

る外側微部をも含めて“封日照の形状”と定めるのが効果的である．一（伺

此，形状は，多く南北の特長による）一特に眼二品忌中にあって此の感が強

い．尚，本論文中に於て使用せる（中心線）なる語は，すべて，光度の中心線

を意味す．一一一く中心も同様なり）

　以下，上記の方法に依って、．スケッチ〔第1圖～第6圖）に付き日三三に読明

を附す．爾，此の6圖は，九月～十二月の観測申，観測上の好條件に恵まれて

確度最良にして，代表的スケッチを選んだものである．これ等の日附々近日に

於ける槻測は，此等と大同小異である．〔第1圖〕：九月26日の観測スグ。チは

長卵型にて，大きさは非常に大きく，中心よりの南北幅の差は南に長く，更に

南光面部の籏りが北面より大きい．九月中の一般状況としては，0．A．　A・急

報一一No．439（本田回報）にも報ぜられた如く形状も非常に大きく，明るさ

も，可成り明るかった．秋期全月中に於て形状の最も大きかったのは，．本九月

　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　〔第2圖〕：十月4日．．〔第3圖〕：十月10日．九月末より』の観測は，形は小さ

くなウつ」あるが，光度強く明瞭度は非常に良V・・1日～10日へ・と・中心よりの

南北幅の差，及，南面への膨脹度が次第に増大しつSあるのが顯著に現れた．

特に南光面部の膨脹士曾大は注目すべきものがあった．丁丁型とでも構すべき

か，光度は上旬が秋期全月を通じて最も明るく，中・e）　vaて・A銀河と同程度，

叉は施．〔第4圃〕：十一一月3日．十月下旬には，九月末より黄道より南にあっ

た中心が，北に移り績いセ十一月に入った．此の中心工学と共に南北幅の差も

減少し，南北面の膨脹度は，北面に次第に旨き1 ｭ現れ，南面は消失す．これ

叉，注目すべき七化であった1　（尚，圖中……八部は，西方に尾を引く塁堕

光象で，　光度は中間光部と同程度）〔第5圖〕．：十一月22日．ブレヤデス及ヒ

ヤデスの爾星群間にあるが，依然，北脹が顯著に現れてみるのが良く観られ

る．樹，十月の光度は中心にてA銀河の施であった．〔第6圖〕：十二月2日・

十一月下旬より十二月初旬に掛けての観測は輝星群内にあり，その攣化につい

て決噺は下せないが，十一月26，27，30日，十二月1、2日の槻測より推察してみ

ると，中心は22日～26日頃の間に黄道より爾に移り，これと共に南北幅の差も

南に長くなり，然し南北面の膨脹現象は認められす，むしろ黄道帯内に包まれ

せみるが如きであった．光度はA銀河の施一施であった．次に南北幅員の憂化

状況数値を表記すれば〔第1表〕の如し，更に此の攣化と封日照中心移行との

關係を圖表せるのが，〔第7圖〕である．確度良きものkみを選んだもので粗難

な様であるが，大艦の相關駄況は窺ひ得らるXものと思ふ．
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第　　1　表

日　附　Date

　　1940

南幅艮　S．Width

北幅員　N．Width
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　次に一寸こxで面白い事は，

封日照が進行型を呈する～二とで

ある．一一一一（勿論とれは筆者の

回想ではあるが）一これは観

測上より封日照の進行：方向，つ

まり東部の光面部が縮り，後方

（西部）の光面部が長く延びるこ

とである．

　第7圖　封日照の南北幅且の墜化と，

　　　　　同中心線（曲線）との彫、係．
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　　　　　たとへば天氣圖の歌謡墜に見られる進行前面の等結線が麻睡せら

れ，後面が延長せらるNが如きである．もし）封日照が微細塵の密集であると

すれば考へられ無い事もないであらう．これに反し不動型〔第1，2圖参照〕を呈

する場合もある．然し観測の多くは進行型が占めてみる．進行型の場合は一般

に光度彊く，形状，小形である．不動型の場合は光象，横散し大形である．

　以上，封日照の形状の憂化特長を要記すれば，下記の如く分離される．

　（A）北熱型及心癖型を呈する場合．　（B）進行一目不動型を呈する場合．

　2．勤日照焔心の移動　Transition　of　Centres．

　封日照中心位置の移動に就ては，反太陽黒闇に封ずる骨偏等に就ても考察せね

ばならぬが，微かの混々でもあり，これは後日の問題となし，～二㌧に於ては主

として移動妖況を黄道に封ずるものNみに就て考察して見た。〔第8圖参照〕こ

れも確度最良なるものNみを記入して作凹したものである．九月末及十月初旬

黄道以南にあった中心は，十月下旬には黄道を横漸して北に移行した．夏に十

十

第8圖 i封日照中心位置移動状況
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一月下旬に至って再び南に移動し

十二月に入った．二三の中心の移

動は，先に述べた形状の十三及次

記の黄道帯及同中心線と密接な關

係を・包藏しつN移動してみる様に

思はれる．〔第2表〕は黄道にi凹し

ての方位及離角である。
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第　　2　同

日　附　Date

　　1940

　方位Direction
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　　　黄道直島同氏心線と勤日照との開係　Relation　of　Z．　B．　and　G．．

　前章1，2に於て記した如く，　封日照の形欣，同中心黙の移動等が密接なる賊

魁がある如く，叉，黄道帯も加って何等かの相關を有して居るらしV・．〔第9圖〕

は九月～十二月に観測された黄道帯と，同申心線との午均位置及封日照中心移

行線と’を入れて，これ等の．相關を認めんとしたものである．かなり密接な關係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が認められる．つまり手解黄道
第9圖　干均黄道帯，同中心線と封

　　　　日照中心移行線と相關
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準の中心線と，i封日照の中心移

行線と．は，並行，．又は一致せる

ものと看徹される．（封日照は

室間位犀的に見て，牛恒久的な

る，黄道帯の中心，叉は同，近

位郭内を移動してみるのではな

からうか？）

　次に黄道帯（p．中’心線と，黄道

光の中心線とにも關係があるらし域．〔第10圖〕及〔第9圓〕を堆較され度い．

〔第10圖〕は1940二月8日掛西天の黄道光である．一（この近日に於ける観測

も，これと略等し’い中心線を有す）一一魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10圖　1940年二月8日の座西部春分黒占附近において黄道より最南に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄道光（西）と其の
あり次第に北上し，羊座及牛座境界附近に．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中心線（～一一一一．一一・一一）
於て最：北に達してみる駄態は，黄道帯同中

心線との相子，．想はしめるに十分間ある．

省，此の外，他の位置に於ける黄道帯≧黄．

道光にも同君，　相關々係が認められてみ

る．

4．　二七犬二二　Branch　Bands．

1940年十一月30日及十二月1，2日の3回に 豊ミa蜜．ミ竃疑ミq之
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わたりて，かなり明瞭な枝状光帯を襯測す

るととが出血た．此の3回の襯測は，ほN“

等しい位置に観られたものである．此の内

〔第11圖〕十二月2日のものを右に掲げる．

ペガソスの俗心形を包むが如く北方へ流

れる東西の2枝帯と，魚座南部黄道帯よリ

オリオ著座方面に流れる1枝帯との3温帯が

顯著であった．此の極微光象は果して何に

起因するものであらうか！？　これ等につV・

ては勿論，筆者の論じ得らるべきものでは

ないが，たf，観測上よりの氣付いた黙を

附記すれば次の如し．

　　1，黄道帯とは別な光澤を，有してゐ

　　　　た．

　　2，清澄度の良好なる時程，明瞭に槻

　　　　られた．
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以　　3，上記の位置が全天中で最も明瞭であった．

　　4，牛恒久的なもの玉様であった．（藪年前よりの観測によって）

　　5．網括Summary．

　以上，1940年九月～十二月に於ける，封日照観測より得られた・目測上より

認められた主要事項を要約すれば下記の如し．

　A．封日照の中心移動と黄道帯に凝して，

　　（1）封日照の中心位遣は黄道に鍬して南北に移動する．

　　（2）上記（1）の移動は，不常に於ける亭均黄道帯位置，同申心線と關係

　　　　す．

　　（3）手紙黄道帯同中心線は，黄道光の中心線とも相關す，

　B。封日照の形状に嘱して，

（1?ｮ∵は’”“灘：勢：同等｝に分樵る・

　　（2）封日照の中心に心して南北幅員の差に攣化がある．

　　（3）上記（1），（2）の攣化は，封日照及同中心の移動と關捌す．

　C．光度に聴して，

　　（1）秋期に於て十月が最も明るく，特に上旬に最高光度を呈した．

　以上，甚だ短期間の観測で不備なるものであるが観測上より得られた事實に
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付，蓮記致した次第である．

　6．結語Conclusion・

　扱，封日照の種々の攣化の一月及年三化の問題は如何ア　或ぴは太陽活動

との相關は即何ア　更に大きぐ，室間上の位置に於ける封日照自罷の珊珊は如

何ア伺叉，．諸種の環境條件に依る影響は如何ア………此等重要問題解決への

突進こそ，我等に課せられた大きな使命であり，且，最大の目的であらねばな

らVt！1．一一夜牛，深遠な・る星室の一部より，“宇宙の眼”ともまがう，神秘

的微光は，何等かの不可思議な意志力を以て我等が世界を掛硯してみる，我等

も叉，此の示申残光の耳艦目明への挑職の眼を怠ってはならぬ1

　最後に，我等が行ひつNある挑まざる長期連綾眼覗航測が，これ等，究明へ

の貢献をなすべき事を念願しつ舅閣筆する次第である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1941．　10．　6）

　　　　　　　　　　大阪プラネタリウム

　昭和17年の天象館は下記の如き新剥暦を計書して時局下の一般國民や青少年

や學校の要望に備へること」なった．

　○地球の恩人「ガリvイの300年祭」一一近代弊誌σ組ガリレオ・ガリレイは

1564年二月15日イタリ1のピサに生れ1642年一月8日フ．PIレンスに残した．

昭和17年は正に三百年を記念する歳である．薮に科學館はガリレイの偉業を一

般人士の前に傳へるために三百年祭を記念して各種の立案を行ふことXなっ

た．科學館では歳末より新年にかけて新規に正面玄關の装飾窓へ先づガリレイ

の像を展出することXなった．これは月々に入換り街頭へ呼び掛ける潜門であ
る．

　0「：＝ユiトン」の生誕三百年一ガリレイの逝いた同年十二月25日クリス
マスの日ア・fザク・ニユ1トンが英國のウ1ルストiプに産物をあげた．

○科洋館・土rrk講演の開催一天文に電氣に叉廣く一般職學の分野に渉って

毎週土曜日午後，五階講義室で宇専門的講演倉を開き一般に開放する．講師は

科學館の内外より選出招轄される．

　0三面民「星の教室」（コドモ日曜朝の會）一科濡する少國民た’ちこそ最も

有望な面面の文明國民であらう．彼らのために天象館では毎週日曜朝9時牟よ

り約1時間は「少國民の時間」として7bラネタリウムの学童用特別演出を行

ふ．その話題は毎月始めに焚表する．

　○プラネタリウムの話題（一般用）

　　1月「地球とガリレイ」一ガリレイと地動論，地球の身膿槍i査．

　　2月「歴史の夜室」一一建國の室や日本歴史上の夜室（歳差現象）．

但し，以上の諸計書は情況により「戦時の天文」その他として適宜攣更される

かもしれなV・．（高城生）


